
発達障害の可能性のある
児童生徒等に対する支援事業

（発達障害の可能性のある児童生徒の多様な特性に応じた合理的配慮研究事業）

鹿児島県教育委員会

発達障害支援の地域連携に係る全国合同会議
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鹿児島県 南北600㎞の教育

４３市町村

人口：約１６０万人
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鹿児島県 南北600㎞の教育

公 立 小 学 校 ： ５０２校（分校含む） ８９,１６９人
公 立 中 学 校 ： ２１４校（分校含む） ４２,４１７人
義務教育学校 ： ３校 ６４１人

公立特別支援学校 ： １６校 ２,３１３人
公立高等学校 ： ６８校 ３１,３６４人

⇀ 合理的配慮の提供に向けて取り組む必要性⇀ 周知及び好事例の収集・発信，体制整備等
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報 告 内 容

１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）

２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組

４ 高等学校における就職支援～現段階での成果と

課題，今後の展望について
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１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）

(1) 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律（障害者差別解消法）」の施行

(2) 支援を必要とする児童生徒数の増加

(3) 支援が必要な幼児児童生徒に対する就学前か

ら高校卒業後までの一貫した支援の充実⇀ 「切れ目ない支援体制」の構築
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１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）

(1) 「障害者差別解消法」の施行

ア 「鹿児島県教育委員会対応要領」の策定（H28.3.31付け）

イ 県内４教育事務所に「合理的配慮協力員」の配置（H28年度）
⇀ 「障害者差別解消法」の周知及び相談対応の充実

ウ すべての教育事務所，市町村教育委員会，
県立高等学校への県教委訪問（H28年度）
⇀ H29年度～R１年度
小学校11校，中学校12校，
高等学校15校 合計 38校訪問

エ 理解啓発資料の作成，活用

6



１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）

(2) 支援を必要とする児童生徒数の増加
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鹿児島県における特別支援学級在籍児童生徒数の推移 公立学校の通常の学級
に在籍する者のうち，支
援が必要な児童生徒数
（Ｈ30）

○ 通級による指導

・・・ 1，287人
○ 通常の学級のみ

・・・ 7，225人
○ 特別支援学級

・・・ 4，722人
○ 高等学校

・・・ 921人

合計 13，234人
（全児童生徒数の8．6％）
（小中の場合・・・ 10％）
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１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）
(3) 「切れ目ない支援体制」の構築

移行支援シートとは

就学や進学等に当たって，
幼児児童生徒の情報をコンパ
クトにまとめ，焦点化して就学
（進学）前の学校や園等から
就学（進学）後の学校や就職
先へ引継ぎ，受入れ等の準備
を進めるために活用するも
の。
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１ 合理的配慮研究事業に取り組む背景（課題意識）
(3) 「切れ目ない支援体制」の構築

入学時における移行支援シート等による引継ぎの状況

項 目 H28年度 H29年度 H30年度 R１年度 前年度比

小学校が

受 け た

引 継 ぎ

引継ぎを受けた
学 校 数 （校）

２２１／５１８
（４２．７％）

２６０／５１３
（５０．７％）

２７５／５０６
（５４．３％）

３０５／５０５
（６０．４％）

＋３０
（＋６．１％）

引 継 ぎ 人 数 （人）
６４２／１３１２
（４８．９％）

８０５／１５６４
（５１．４％）

９１１／１７９９
（５０．６％）

１３４２／１９８１
（６７．７％）

＋４３１
（＋１７．１％）

中学校が

受 け た

引 継 ぎ

引継ぎを受けた
学 校 数 （校）

１５４／２２４
（６８．８％）

１５７／２２１
（７１．０％）

１６３／２２１
（７３．８％）

１７０／２１６
（７８．７％）

＋６
（＋４．９％）

引 継 ぎ 人 数 （人）
３５７／８６２
（４１．４％）

４１６／９８５
（４２．２％）

４８５／１０３７
（４６．８％）

６５７／１２５７
（５２．３％）

＋１７２
（＋５．５％）

高等学校

が受けた

引 継 ぎ

引継ぎを受けた
学 校 数 （校）

調 査 開 始
（H29年度～）

２３／６８
（３３．８％）

３６／６８
（５３．０％）

３４／６８
（５０．０％）

－２
（－３．０％）

引 継 ぎ 人 数 （人）
５６／２９４
（１９．０％）

１１２／３５１
（３１．９％）

１１８／４３２
（２７．３％）

＋６
（－４．６％）
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２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について
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２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について
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２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について

(1) 学校間連携の充実に関する取組

目的： 学校間の引継ぎに関する取組について整理，発信すると

ともに，「移行支援シート」等の活用を促進するなど，特別な

支援が必要な児童生徒に対する就学前から高校卒業後まで

の一貫した支援の充実を図る。

巡回相談等を
活用した学校
間連携の事例
収集

「移行支援シート」
等を活用した引継
ぎに関する理解・
啓発の推進

モデル地域にお
ける学校間の引
継ぎに関する事
例の発信

高等学校におけ
る特別支援教育
の現状把握

切れ目ない支
援体制構築充
実運営協議会
の開催
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２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について

(2) 合理的配慮の提供に関する事例収集・情報発信

目的： 学校における合理的配慮の事例を収集し，整理発

信するとともに，県下の学校において合理的配慮の

提供が適切になされるように努める。

研究協力校（特別
支援学校）による事
例収集及び助言

研究指定校（小・中・高）
６校における合理的配
慮の提供の充実

「障害者差別解消法」の
周知のための学校訪問

合理的配慮の提供に関
する理解促進を図る教
育講演会の開催

読み書き困難な児童の
実態把握と具体的な支
援に関する取組の推進

高校における特別支
援教育に対する理解・
啓発のための取組
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運営協議会

２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について

取組（1）及び（2）における関係機関との連携の推進

小学校等

↕
中学校等

↕

高等学校

特別支援学校
児童発達支援事業所

基幹相談支援センター

大学 発達支援センター福祉部局

親の会 障害者職業センター

障害者就業・生活支援
センター

幼・保等

相談機関

医療関係

研修機関

その他
その他（大学・児相等）
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２ 合理的配慮研究事業における取組の概要について
取組（1）及び（2）における関係機関との連携（よさと難しさ）

行政にとって

○ 運営協議会の中で，様々な角度からの意見をもらうことで，教育の施策に生かすことができる。
○ 学校だけで解決できない場合を想定した対応の方向性を示すことができる。
● 関係機関との連携がとりやすい地域ととりにくい地域がある（地域差への対応）。
● 同じような目的をもって開催される会議等との役割分担，若しくは連携を図ることの難しさがある。

学校，本人，保護者にとって

○ 学校で把握していない情報や違う視点からの支援のヒントが得られ，支援の充実につながる。
○ 学校在籍時に目立たなかった育ちの部分の背景を，幼少期の育ちの情報から整理することができる。
○ ケース会議等で情報を共有し，役割分担をして対応することで，本人にとって安心できる環境をつくるこ
とにつながったり，学校場面と生活場面，家庭生活場面の充実が図られたりする。
○ 本人，保護者にとって，相談できる人や場が増える。
● 関係機関ができることや相談窓口についての情報が少ない（連携前の課題）。
● 学校と関係機関の相互理解の構築や保護者の同意を得ること（連携前の課題）。
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３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組

就職支援に関する連携協議会の開催

目的：支援が必要な高等学校生徒の就職支援の充実

連
携
協
議
会

学識経験者

企業関係者

労働機関関係者

行政関係者

研究協力校担当者

【課題の共有】
就職後も切れ目ない支援体制

の充実が必要

企業と学校で情報の共有や
引継ぎに使えるツール
「就職支援シート」等の作成へ

助言
（アドバイス）

連携
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「就職支援シート」等の作成

「つなぐ」ための
シート作成に当
たり「自己理解」
が重要

「自分のことを
伝える」ために,
できること,でき
ないことを整理

企業に必要な情
報を伝えるため
のツール

「自分の得意・
不得意気づき
シート」

「サポートシート」 「就職支援シート」

支援を必要とする生徒が，就職先でも継続した支援が受けられるよう，必要な支援
事項を就職先に伝えることを目的とした「就職支援シート」等を作成

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「自分の得意・不得意

気づきシート」

「サポートシート」や「就職支援

シート」を作成するにあたり，自分

の得意なことや不得意なことを整

理して確認し，定期的な活用を通

して，自分自身の成長や変化に気

付くことができるようにするための

シート

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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○ できるようになったこと

が目に見えて確認できる。

○ 本人を励ましたり自己肯

定感を高めたりするきっか

けづくりに役立っている。

「自分の得意・不得意 気づきシート」の活用事例 （Ａ高校）

【生徒の実態】
○ 支援が必要な生徒の入学増
○ 経験の少なさ，自信のなさ，自己肯定
感の低さ

【学校の取組】
○ 「できた」「できるようになった」経験を
積み重ねる
○ チャレンジする機会を増やす

LHRで「自分の得意・不得意
気づきシート」を活用

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「サポートシート」

「就職支援シート」を作成するに

あたり，自分のよさやセールスポイ

ント，力を発揮するために支援して

ほしい事項などを，生徒自身がまと

めるためのシート

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「自分の得意・不得意 気づきシート」と「サポートシート」等の活用事例 （Ｂ高校）

【インターンシップに向けて】
「自分の得意・不得意気づきシート」をもとに，「サポートシート」を作成

保護者の協力の下，「自分の得意・不得意 気づきシート」作成

自分のよさや課題の整理

本人・保護者の了解を得てインターンシップ先へ

仕事内容や環境を整備（合理的配慮）

家庭

学校

企業

力を発揮するための支援とは

「サポートシート」を作成

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「就職支援シート」

就職した際に，職場の人や周囲

の人にお願いしたい支援事項をコン

パクトにまとめ，事前に就職先に伝

えるためのシート

（インターンシップ先でも活用）

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「就職支援シート」の活用事例 ～チームでつなぐ，支援が必要な生徒の就職支援～

【生徒の実態】
高等学校３年生
コミュニケーション面で課題のある生徒

自分の得意なことや苦手なこと
から，支援の必要性を自覚
「支援があれば，力を発揮できる」

自己理解を図るために，
「自分の得意・不得意 気づき
シート」を活用

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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校内で，管理職・担任・就職指導担当・学校適応委員会チーフ
など複数でチームを組み，就職までをサポート

「就職支援シート」の活用事例 ～チームでつなぐ，支援が必要な生徒の就職支援～

支援が必要な生徒
であることを，企業に
伝えるべきか？

伝えるとすれば
タイミングは？

企業の理解を得る
ためには？

就職に不利
になるのでは
ないか？

課題

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「就職支援シート」の活用事例 ～チームでつなぐ，支援が必要な生徒の就職支援～

【活用までの流れ】
１ 本人・保護者に就職支援シートの
説明及び使用の承諾後作成

２ 学校から企業側へ就職支援シート
使用の経緯等を説明

３ 履歴書とは別に就職支援シートを
送付

４ 送付後学校から企業へ改めて電話で
説明

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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「就職支援シート」の活用事例 ～チームでつなぐ，支援が必要な生徒の就職支援～

【ポイント】
☆ 校長のリーダーシップの下，チーム支援の体制を整え，取り組む
ことができた。

☆ 学校と企業との関係を大切にしながら丁寧に説明をし，信頼関係
ができた上で「就職支援シート」を使用することができた。

丁寧な取組を進めることで，企業に安心感を与えることができた。

☆ 関係機関との連携を図ることで，外部の意見を参考
に支援が必要な生徒の進路指導を進めることができた。

３ 高等学校における就職支援の充実を目指した取組
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４ 高等学校における就職支援
～現段階での成果と課題，今後の展望～

成果と課題

【成果】
○ 学校・企業・関係機関等が連携を図り「就職支援シート」等の様式作
成をすることで，切れ目ない支援体制構築の重要性を共通理解できた。

○ 研究協力校での実践を通して，活用法や課題等が明らかになった。

○ 学校において，引継ぎの大切さを意識したり，就職支援の在り方に

ついて考えたりするきっかけとなった。
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「就職支援シート」等の活用を通して見えてきたこと（成果から）

【行政機関】
○ 連携協議会の開催によって，様々な立場からの意見を得ることで，学校や企業，
関係機関等のニーズを把握し，施策に生かすことができた。

【学校・本人・保護者】
○ 校内での連携，関係機関との連携により，
① 本人・保護者は就職への不安を解消し，就職活動に集中することができた。
② 担任一人だけではなく，複数の教員や関係機関との情報交換により，生徒の進
路選択の幅を広げることができた。

【企業】
○ 事前に生徒の情報を得ることで，受入の準備を整え，安心して雇用することがで
きた。

４ 高等学校における就職支援
～現段階での成果と課題，今後の展望～
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成果と課題

課題
○ 支援が必要な生徒の障害受容については，今後，学校での研修・
取組を更に進める必要がある。（高等学校における特別支援教育の
理解・啓発）

○ 学校が企業への引継ぎを行う際のタイミングや方法については，慎
重に検討する必要がある。

○ 支援が必要な生徒の就職支援については，個別の対応が必要で
あることから，校内での連携体制を確立していく必要がある。

４ 高等学校における就職支援
～現段階での成果と課題，今後の展望～
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「就職支援シート」等の活用を通して見えてきたこと（課題から）

【行政機関】
○ 高等学校生徒の就職に関するルールに照らした，「就職支援シー
ト」等の活用スケジュールの整理

○ 「就職支援シート」等についての企業等に対する周知

【学校・本人・保護者にとって】
○ 校内における教師間の情報共有
○ 本人及び保護者の障害の受容及びプライバシーに配慮した支援

【企業】
○ 就職後の支援に関する関係機関との連携

４ 高等学校における就職支援
～現段階での成果と課題，今後の展望～
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今後の展望

支援が必要な生徒の就職の充実に向けて，啓発資料（リーフレット）を作成・配付

高等学校及び関係機関等に周知

４ 高等学校における就職支援
～現段階での成果と課題，今後の展望～
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ご清聴ありがとうございました

鹿児島県教育委員会

燃ゆる感動かごしま国体・全国障害者スポーツ大会マスコットキャラクター「ぐりぶーファ
ミリー」
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